
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

 

日  時： 平成２６年３月４日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

 

    発 表 事 項   

１．最上義光の霊屋の建築年代が明らかに！ 

２．インテリアとしての防災用品「d.a.t」の開発 

３．さあ！キミも「一日山大生」になってみませんか？ 

 

  お 知 ら せ   

１．平成２５年度 マイスター修了証書授与式を行います 

２．「３年目の Candle Night」を開催します 

３．附属博物館企画展「絵図・絵はがきにみる出羽三山」の開催 

４．山形大学農学部・工学部・鶴岡高専連携プロジェクト情報交換会の開催 

５．和算講演会 「和算で楽しむ数学」の開催 

６．平成２５年度山形大学学位記授与式等の取材に対するお願い 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２６年３月２６日（水）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 
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                                   平成２６年３月４日                  

山 形 大 学 

最上義光の霊屋の建築年代が明らかに －江戸時代初期の建築－ 

地域教育文化学部永井康雄教授と高感度加速器質量分析センター（門叶冬樹セ

ンター長・理学部教授）が、山寺宝珠山立石寺中 性 院
ちゅうしょういん

の向かいに建つ最上義光霊屋
た ま や

を2013年11月17日に調査した結果、江戸時代初期に建築された全国的にも貴重

な霊屋の一つである可能性が高いことが明らかになりました。  

◆経緯  

永井教授が、山形霞城郷土史研究会などから、建築経緯や建築年代などが不明であった

最上義光霊屋の建築史的調査の依頼を受けました。  

霊屋の厨子内には、慶長19(1614)年に没した義光

の位牌の他に殉死者４名と義光の嫡男家親、山野辺

義忠などの位牌が安置されています。 

依頼を受け、中性院住職立会いの下、永井教授が

建物を実地調査して図面作成と史料収集を行い、高

感度加速器質量分析センターが霊屋と内部に安置さ

れている厨子の建築部材（柱、壁板、扉）のサンプ

ルを採取しました。  

                           霊屋内の厨子  

◆調査結果  

山形大学総合研究所（上山市）の同センターにおいて、加速器質量分析法（ AMS法）によ

る年代測定を行ったところ、厨子は 1607～1623年、霊屋は1620～1651年頃の物であるとい

う結果が出ました。 

厨子は義光没後すぐに建設されたものである可能性が高く、建築様式的にも桃山時代の

特徴を残しています。霊屋は数度にわたり移築・修繕されており、厨子よりは建築年代が

新しいものの江戸時代前期の建築で、屋根以外はほぼ建設当初の部材が残されています。  

近世初期には、豊臣秀吉の豊国廟や徳川家康の

東照宮に倣い全国の大名も各家の霊屋を建設し

ました。県内には戸沢家や上杉家の霊屋がありま

すが、出羽の雄・最上義光の霊屋が建てられた当

初の姿に近い状態で残っていたことは、学術的に

も極めて貴重なことです。

 

 

 

 

 

霊屋の外観  

（お問合せ先）  

 地域教育文化学部・永井  康雄  

電話  023-628-4328 
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平成２６年３月４日 

山 形 大 学 

 
インテリアとしての防災用品「d.a.t」の開発 

－  山形大学東北創生研究所＋ヤフー株式会社  学生参画型プロジェクト  －  

 

 山形大学東北創生研究所（産業構造研究部門）が、東日本大震災の被災地の課題解決に

向けた取り組みとして、インターネット事業大手ヤフー株式会社（東京都）と共同した学

生参画型の産学連携を行い、防災用品シリーズ「d.a.t」を開発しました。  

 本ブランドは、災害時にも柔軟に対応（使用）でき、普段の生活に違和感なく溶け込め

る「インテリアとして成立する防災製品」で、その第一弾としてd.a.t防災スツールを、震

災３年目を迎える３月１１日（火）から、「DIY-TOOL.COM（ﾃﾞｨｰｱｲﾜｲ ﾂｰﾙ ﾄﾞｯﾄｺﾑ）ヤ

フー店」にて販売を開始します。  

 
  東日本大震災を機に、山形大学が東北の復興と新生に向けて貢献するべく東北創生研究所を立  
 ち上げました。その部門の一つである産業構造研究部門では、ものづくりで新しい東北を創り上げら  
 れないかを考え、ヤフー株式会社と共同し、同社が各大学でＩＴに関するイベントとして行っている 
 Hack U（※）をものづくりに展開し、学生を主体とするものづくりを行いました。 
  同イベントでは、「震災復興に役立ちものづくり」をコンセプトに2013年3月～12月の日程で宮城県    
 石巻市に設置された同社のヤフー石巻復興ベースを拠点に活動を行いました。この活動では、学生  
 が中心となって、自ら被災地に足を運び、地域の方から話を聞き、そこを見て、そこで考え、行動しま 
 した。その結果、防災グッズ、仮設住宅、漁業振興、過疎の4つに関する課題解決のプロダクト開発を 
 行ない、その内のひとつがプロダクトアウトしましたので、本日発表します。 
  ※Hack Uとは 

インターネットや IT技術を使って、世の中のさまざまな課題解決を目指すYahoo! JAPANが行っている大学との連携イ

ベント。本学はこれを東北の復興と新生に向けたものづくり・ことづくりに展開。 

 

【製品特長】 
  防災グッズチーム（四釜拓生、志藤慶治、山田明、アドバイザー：山形大学東北創生研研究員トリ
プルボトムライン代表  柳澤郷司、ヤフー株式会社  継岩直充・齋田友徳・多田美和（敬称略 )）が提
案した「リビングに置けるおしゃれな防災グッズ」としてd.a.t（脱兎）というブランドを立ち上げます。 
 このブランドの製品として、災害（disaster）時を考えながら、身近におけるおしゃれさ(art)があるので
すぐに持ち出して（take）脱兎のごとく逃げるアイテムを考案しています。 
 その第一弾として、d.a.t防災スツールをYahoo! JAPANの3.11復興支援企画と連動して株式会社
大都から販売します（製作：loftywood）。本製品は、通常時はスツールとして利用できますが、クッショ
ン部が取り外し可能で、頭部の保護具としてかぶることが出来ます。初回は販売数限定での販売とな
りますが、後日改めて再販売の予定です。販売価格は、現時点で未定です。 
 売上の一部については、石巻の復興のため寄附を予定しております。 

 

 

  （参考） 山形大学東北創生研究所とは  

 学部の枠を越えて全学の英知を結集し、東北地方における新しい自立分散型社会システムの創生を目指すため、

「東北創生研究所」（所長；北野通世  理事・副学長）を２０１２年１月１日、山形大学総合研究所（上山市）内に設

立。 

社会創生研究部門、産業構造研究部門、食料生産研究部門の 3 部門からなる研究所。 

 
 
 
 
 
 

（お問い合わせ） 
山形大学東北創生研究所産業構造研究部門  
部門長  高橋  幸司  
TEL：0238-26-3156  
Ema i l： ssk-sangyo@ jm .k j .y amaga ta -u .ac . j p  
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                                   平成２６年３月４日                  

山 形 大 学 

 

さあ！キミも「一日山大生」になってみませんか？  

山形大学附属博物館を活用した中学生向けの体験学習プログラム「一日山大生

になろう！Part２  ナスカの地上絵を描こう・展示をつくろう」を開催します。  

◆概要  

 本事業は、大学に蓄積された学術研究成果および研究環境を活用し、多様化する

カリキュラムに対応した新たな学習プログラムの開発を目指すものです。  

昨年度に続き、今年度も、将来の職業観および進路観を育む上で重要な時期とい

える中学生を対象として、体験学習プログラムを実施します。普段見ることのない

大学内の研究活動に触れていただき、また、地域社会に開かれている大学博物館の

持つリソースとノウハウを活用した体験学習を通して、将来の学びについて考える

きっかけを作ることを目的としています。  

 

◆内容  

 日   時   3月2０日（木）10：00～15:00 

 対   象  山形市内在住中学生  

 定   員  10名（事前申込・先着順）   

 体験内容  文系体験「ナスカの地上絵を描いてみよう」  

    博物館体験「展示「ナスカの地上絵」をつくろう」  

    その他、入学式・修了式、学食体験なども予定しています。  

 

 

 

（お問合せ先）  

 渉外部渉外課  

 電  話  ０２３－６２８－４８４０  

  メール  k-tojyoki@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 







 

プレス通知資料               （概 要） 

                               平 成 ２ ６ 年 ３ 月 ４ 日 

山 形 大 学 

※ 詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．平成２５年度 マイスター修了証書授与式を行います 

今期、やまがた『科学の花咲く』プロジェクトが開催した各種マイスター講座について、修了証

書授与式を行います。授与式後には、今年度の活動報告、NPO法人 ガリレオ工房の土井 美香子

氏による講演「理科読をはじめよう」、マイスターごとのワークショップが行われます。ワークシ

ョップでは、各マイスターの活動を実際に体験することもできます。参加料は無料で、講演会及び

ワークショップへの参加については、当日参加も可能です。授与式・懇親会については、事前に参

加申込をお願いします。 

日 時：３月８日（土）１３：００～１６：３０ 

場 所：小白川キャンパス基盤教育１号館  

 

２．「３年目のCandle Night」を開催します 

  ３月１１日の大地震・大津波からまもなく３年。犠牲になられた方々への哀悼の意を表し、被災

地の復興を願うとともに、庄内においても大震災から学ぶべき「気づき」について多くの方々と共

有したいと考え、３回目となる今回も、農学部の学生が中心となりCandle Nightを実施します。１

９時には各会場でキャンドルを一斉点灯。また、キャンドル作りワークショップや、３月１１日以

前に開催するワークショップ等もありますので、皆様是非ご参加ください。 

日 時：３月１１日（火）１９：００ キャンドル一斉点灯（２０：００ 消灯） 

《花は咲く》コンサート開始 

メイン会場：鶴岡アートフォーラム 

 

３．附属博物館企画展「絵図・絵はがきにみる出羽三山」の開催 

  附属博物館が所蔵する、出羽三山に関する絵図・絵葉書の展覧会を開催します。制作者が捉えた

「出羽三山の見所」が表現されている、近世から近代にかけて制作された絵図４点と、昭和初期の

写真をあしらった絵葉書約６０点を展示します。この企画展が、山形デスティネーションキャンペ

ーンに先駆けて、山形の魅力に触れる機会となれば幸いです。 

日 時：３月１０日（月）～２０日（木）（開館時間：９時～１７時） 

※ただし、３月１２日（水）、１５日（土）、１６日（日）は休館日 

場 所：小白川図書館１階 シアタールーム 

※入館料は無料で、どなたでもご来館いただけます。 

 

４．山形大学農学部・工学部・鶴岡高専連携プロジェクト情報交換会の開催 

   山形大学農学部・工学部・鶴岡高専は、三機関および地域とのさらなる連携促進および地域貢献

を目指した三機関合同の情報交換会を実施します。今回は、「農業ＩＣＴ化」をテーマに、農業現



場での情報通信技術の活用・取り組みについて各機関より研究発表を行います。また三重大学から

亀岡孝治教授をお招きし、基調講演も行われます。 

日 時：３月１４日（金）１３：００～１７：００ 

テーマ：「生活に密着した農業・工業のＩＣＴを利用した機械化等の取り組みについて」 

場 所：鶴岡メタボロームキャンパス・レクチャーホール（鶴岡市各覚岸寺水上 246-2） 

参加対象：三機関教職員・学生、自治体、農業関係者（ＪＡ、企業）、一般市民 

※事前申込不要・入場無料 

 

５．和算講演会 「和算で楽しむ数学」の開催 

   本学理学部と小白川図書館の主催で、和算講演会「和算で楽しむ数学」～山形にこんな数学あり

ました！～を開催します。信州大学名誉教授の奥山安男氏を講師に迎え、「最上流和算を創始した

会田算左衞門安明と志鎌文庫について」と題してご講演いただきます。 

また、小白川図書館１階貴重資料展示コーナーでは、３月１０日（月）から２５日(火)まで、昨

年度末に志鎌安紀良氏よりご寄贈いただいた「志鎌家」に伝わる貴重な和算資料（会田安明直筆の

和算書を含む）を貴重資料展として開催しますので、併せてご覧下さい。 

日 時：３月２１日（金）１４：００～１６：００ 

場 所：小白川キャンパス基盤教育２号館 ２１１教室 

 

６．平成２５年度山形大学学位記授与式等の取材に対するお願い 

平成２５年度山形大学学位記授与式が、以下の日程で行われます。 

 鶴岡地区 米沢地区 山形地区 

日 時 ３月１７日(月)１１時から ３月２１日(金)１０時から ３月２５日(火)１０時から 

場 所 東京第一ホテル鶴岡 米沢市営体育館 山形県体育館 

式当日の取材に際しては、壇上での撮影は差し支えありませんが、式進行の妨げとなるような行

為は慎んでいただき、円滑な進行にご協力くださるようお願いします。また、学長告辞については、

当日配布いたしますが、公表は式終了後にお願いします。なお、各附属学校の卒業（園）式につい

ても、併せてお知らせします。 

 

 

※ これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので、開催がせまっているイべント 

◎山形県民シンポジウム in 長井「みんなでつくる長井のしあわせ」の開催 

   山形大学は、長井市と共催で、山形県民シンポジウム in 長井「みんなでつくる長井のしあわせ 

～学び、考え、創造する未来のまちづくり～」を開催します。本シンポジウムでは、基調講演、地

域の方からの話題とパネルディスカッションを通じて、今後の発展を担う地域が求める人材育成、

地域連携によるまちづくり、みんなでつくる長井のしあわせについて考えます。 

日 時：３月８日（土）13：30～16：45（13：00受付開始） 

会 場：タスパークホテル（長井市館町北 6-27） 

内 容：基調講演、パネルディスカッション 













　■プログラム■
13:00　 開会挨拶
13:00　 鶴岡工業高等専門学校校長挨拶　及び　最近のトピックス紹介
13:05　 山形大学農学部長挨拶　及び　最近のトピックス紹介
13:10　 山形大学工学部長挨拶　及び　最近のトピックス紹介

13:15　 【 基調講演 】　国立大学法人 三重大学　生物資源学研究科　亀岡　孝治　教授
　　　　　　　　     　「農業の現在と未来を考える中での ICT の有効利用」
14:15　 【 講演１】　　 鶴岡工業高等専門学校　 神田　和也　教授
　　　　　　　　     　「鶴岡高専フィールドモニタリングシステムの構築と運用」
14:40　 【 講演２】　 　山形大学農学部　 小林　　隆　准教授
　　　　　　　　   　  「Google マップによる気象予測データを用いた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水稲気象被害軽減システム」
15:05　 【 講演３】　　 山形大学工学部　 横山　道央　准教授
　　　　　　　　     　「山形大学・有機 ICT システム研究会と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フロンティア有機システムイノベーション拠点」
15:30　 休　　憩

15:40　 【 講演４】　　 鶴岡工業高等専門学校　 増山　知也　准教授
　　　　　　　      　   「水田用除草・攪拌機の設計とその発展」
16:05　 【 講演５】　　 山形大学農学部　 片平　光彦　准教授
　　　　　　　　　　「エダマメの品質・形状特性のセンシングと選別用機械の開発」
16:30　 【 講演６】　 　山形大学工学部　 安田　宗樹　准教授
　　　　　　　      　   「現代型の統計的データサイエンス～温故知新を科学する～」
16:55　 閉会挨拶

○日　時 ： 平成２６年３月１４日（金）
　　　  　１３：００～１７：００
○場　所 ： 鶴岡メタボロームキャンパス
                  レクチャーホール
　　　   　（山形県鶴岡市覚岸寺水上 246‐2）
○テーマ  
　生活に密着した農業・工業の ICT を 
　利用した機械化等の取り組みについて
○基調講演
　国立大学法人三重大学   亀岡 孝治 教授
  「農業の現在と未来を考える中での ICT の有効利用」

■お問合せ先■　
鶴岡工業高等専門学校　企画室
ＴＥＬ：0235‐25‐9453　　
ＦＡＸ：0235‐24‐1840

山形大学農学部・山形大学工学部・鶴岡高専

連携プロジェクト情報交換会
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平成２６年３月４日                  

山 形 大 学 

和算の講演会と貴重資料展を開催します  

 
山形の生んだ和算家会田算左衛門安明について、わかりやすく解説する和算  

講演会を開催します。その後、小白川図書館で和算貴重資料展を見学します。  

簡単な和算の問題に挑戦し和算を身近に感じてみませんか？  

 小学生でも参加OKです。参加費無料ですので、ぜひご参加ください！  

 

 

◇開催趣旨  

山形大学理学部数理科学科においてこのたび「和算研究所」を開設しました。  

山形県内には、多数の和算資料が存在し地域での和算研究も行なわれています。  

「和算研究所」では、山形の知的資産である和算の関連資料を集約し、いろいろ

な機会に紹介していきます。  

また、小白川図書館では昨年度末に志鎌安紀良氏よりご寄贈いただいた「志鎌家」

に伝わる貴重な和算資料（会田安明直筆の和算書を含む）を貴重資料展として  

同時開催いたします。  

 講演会後に図書館へ異動し、和算資料の解説を聞きながら見学していただきま

す。また、簡単な和算の問題に挑戦してもらうコーナーも設けますので、和算に  

興味をお持ちの方は、ぜひご参加ください。  

◇概要  

 和算講演会「和算で楽しむ数学」～山形にこんな数学ありました～  

 

 日  時  ：  平成26年3月21日（金）14：00-16：00 

 場  所  ：  山形大学小白川キャンパス基盤教育2号館211教室  

 ●講演/「最上流和算を創始した会田安明算左衛門と志鎌文庫について」  

（50分）  

      講師：奥山安男（信州大学名誉教授）  

  ●貴重資料展/「和算で楽しむ数学」～「志鎌文庫」寄贈記念～  

         の見学及び和算の問題に挑戦してみよう！！（50分）  

      （期間：平成26年3月10（月）～3月25日（火））  

      （場所：小白川図書館１階貴重資料展示コーナー）  

 
（お問合せ先）  

山形大学理学部数理科学科  脇  

電話  023-628-4637 

山形大学小白川図書館  石山  

電話  023-628-4914 
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平成２６年３月４日                  

山 形 大 学 

 

平成25年度山形大学学位記授与式等の取材に対するお願い 

 

平成25年度山形大学学位記授与式等を以下の日程で行います。  

式当日の取材に際しては、壇上での撮影は差し支えありませんが、式進行の妨

げとなるような行為は慎んでいただき、円滑な進行にご協力をお願いいたします。  

また、学長告辞については、当日に配布いたしますが式終了後に公表願います。  

   なお、各附属学校の卒業（園）式につきましても、併せてお知らせいたします。  
 
  【山形地区】 
  ●人文学部・地域教育文化学部・理学部・医学部・社会文化システム研究科・ 

地域教育文化研究科・理工学研究科（理学系）・医学系研究科・ 
教育実践研究科・養護教諭特別別科 

   日 時：３月２５日（火）１０：００開式 
   会 場：山形県体育館（山形市） 

 
  【米沢地区】 
    ●工学部・理工学研究科（工学系） 
   日 時：３月２１日（金・祝日）１０：００開式 
   会 場：米沢市営体育館（米沢市） 
 
  【鶴岡地区】 
    ●農学部・農学研究科 
   日 時：３月１７日（月）１１：００開式 
   会 場：東京第一ホテル鶴岡（鶴岡市） 
     

  【附属学校】 
    ●附属幼稚園 
   日 時：３月１５日（土）１０：００開式 会 場：附属幼稚園遊戯室 
    ●附属小学校 
   日 時：３月１９日（水） ９：００開式 会 場：附属小学校体育館 
    ●附属中学校 
   日 時：３月１６日（日） ９：００開式 会 場：附属中学校体育館 
    ●附属特別支援学校 
   日 時：３月１８日（火）１０：００開式 会 場：附属特別支援学校体育館 
 

（お問い合わせ） 

総務部総務課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００６ 






